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7月から納付書による徴収（普通徴収）が始まりました。今回、納付書が送られた方は、
4月1日から制度に加入されている方で、保険料が年金から天引きされていない方です。
ただし、会社などの健康保険に被扶養者として加入されていたと認定された方は、9

月までは保険料の徴収はありません。 

限度額適用・標準負担額減額認定証とは
後期高齢者医療制度では、入院時の一部負担金と食事代を減額するための「限度額適用・

標準負担額減額認定証」の交付を受けることができます。 

後期高齢者医療保険料の新たな軽減措置が決定されました。
●７割軽減対象者については、一律8.5割軽減となります 。 
●賦課のもととなる所得金額が、58万円（単身世帯で年金収入２１１万円）まで
　の方は所得割を一律５割軽減となります。 
※対象となる方には、減額後の保険料のお知らせを８月以降に送付いたします。 
 

現在、会社などの健康保険に加入されている65歳以上75歳未満の方で、
３月まで障がい認定をうけて老人医療を受給されていた方へ

会社などの健康保険に留まることを希望される場合には、市役所窓口で、4月に送付された後期高齢
者医療被保険者証を返還するとともに、障がい認定の撤回の申請を行う必要があります。（会社などで
は手続きを代行できません。）手続きを行わない場合、保険料が賦課されますので、速やかに市役所の
窓口までご連絡願います。 

■平成20年度の保険料の納期は、次のとおりです。

4月2日以降に制度に加入されていた方については、8月以降、順次納付書が送付されます。 
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限度額適用・標準負担額減額認定証の更新について

保険料の軽減割合が拡大されます。

年金天引きから口座振替に替わることが
できるようになりました。

■入院時における自己負担限度額
入院時の世帯単位の 
自己負担限度額（月額） 

15,000円 

24,600円 

44,400円 260円 

100円 

90日までの入院 210円 

160円 過去12カ月以内に 
90日を超える入院 

標準負担額 
（入院時の1食当たりの食事代） 

低所得　：世帯全員が住民税非課税で、
　　　　　その世帯の各所得が必要経

費・控除（年金所得は控除
額を80万円として計算）を差
し引いたとき０円となる方。 

低所得　：世帯全員が住民税非課税の
　　　　　方（低所得　に該当する方
　　　　　を除く） 

●該当する方 

●手続き方法
申請した月の初日から適用となります。手続きは、うるま市役所本庁国民健康保険課後期高齢者
医療窓口で行っております。 

※有効期限が平成20年7月31日の減額認定証をまだお持ちの方は更新期限を過ぎておりますの
で更新手続きを早めに行ってください。 

新しい軽減措置後の所得割は、年金収入2,110,000円までは、4.4％となります。 
※保険料は、世帯構成等によって異なります。詳細は市役所窓口、または後期高齢者医療広域連合へ
　お問い合わせください。 

●申請に必要な物
・後期高齢者医療被保険証　　・印鑑

■後期高齢者医療保険料比較表（単身世帯）

現　行 

均等割額 

48,440

14,532 
（7割軽減） 

38,752 
（2割軽減） 

48,440

所得割額 

8.8％ 

0 

0 

13,200 

20,504 

44,000 

51,040 

58,960

14,532 

14,532 

27,732 

59,256 

82,752 

99,480 

107,400

合計 
均等割額 

48,440

7,200 
（8.5割軽減） 

38,752 
（2割軽減） 

48,440

所得割額 

8.8％ 

0 

0 

6,600 

10,252 

22,000 

25,520 

58,960

7,200 

7,200 

13,800 

49,004 

60,752 

73,960 

107,400

合計 年金収入 

627,000 

1,530,000 

1,680,000 

1,763,000 

2,030,000 

2,110,000 

2,200,000

新しい軽減措置後 

単位：円 

（単身世帯） 

保険料について、次の方は、申し出により保険料を口座振替によりお支払いいただくこと
ができるようになりました。 
①国民健康保険の保険税を確実に納付していた方（本人）が口座振替により納付する場合
②世帯主又は配偶者がいる方（本人：年金収入が１８０万円未満の方）でその口座振替に
　より納付する場合
 
※8月20日までにお申し込みされた方は、10月分から年金天引きが停止されます。それ以降にお申し込みを
された方は、12月以降の分から年金天引きが停止されます。 

国民健康保険課老人医療係

後期高齢者医療広域連合

TEL.973-3202
TEL.963-8011

お問い合せ先

11 広報うるま 2008　8 月号　


